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j③平和都市
｛
昌
一
価

雪
一
切２１

／
世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、

誠に憂慮にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被爆者の苦

しみを全世界の人々 に豚え､再び広島・長崎の惨禍を繰り返しては
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため､いかなる国のいかなる
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣言する。

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子185850471(85)1111
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鯵
診
診
診
鯵
篝
拳
臺
〒

鯵

第
Ⅷ
回

賀
沼
公
園
・
水
生
植
物
園
特
設
会

場
）

｜
期
圓
６
月
５
日
亘
か
ら
晋
亘

今
ふ
る
さ
と
会
「
大
杉
ぱ
や
し
」

（
手
賀
沼
公
園
特
設
会
場
）

一
ィ
鳳
且
謡
鰕
海
燕
鑑
場
合
は
卿
固

争
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
水
生
植
物

園
）
：
・
哩
日
、
雨
天
決
行

最終処分湯のない『都市

清掃事業』に大きな期待

イ
ベ
ン
ト
日

期
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
＃
＃
＃
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ｆ
ｆ
＃
＃
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
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ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
＃
骨
＃

鯵
診
診
診
鯵
鯵
霊
薬
臺
季
凄
霊
零
手
。

Ⅱ
回

賀
沼
公
園
・
水
生
植
物
園
特
設
会
▼
問
い
合
わ
せ
あ
や
め
ま
つ
り

場
）
実
行
委
員
会
（
我
孫
子
市
商
エ
会

「
Ｊ
閏
。
６
月
５
日
（
日
）
か
ら
川
圏
（
日
）
今
ふ
る
さ
と
会
「
大
杉
ぱ
や
し
」
内
）
壷
（
狸
）
３
１
３
１

争
魚
の
つ
か
み
ど
り
（
我
孫
子
手

初
夏
を
彩
る
あ
や
め
ま
つ
り
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
黄
沼
漁
業
協
同
組
合
）

が
今
年
も
６
月
５
日
（
且
か
ら
◎
イ
ベ
ン
ト
日
は
掴
日
（
日
）
今
お
茶
席
「
野
だ
て
』
（
手
黄
沼

廻
日
（
旦
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
争
寅
い
物
天
国
広
場
季
賀
沼
公
公
園
多
目
的
広
場
）
：
・
お
茶
席
で

イ
ベ
ン
ト
日
の
６
月
哩
日
園
多
目
的
広
遥
・
・
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
一
服
ど
う
ぞ

（
且
に
は
、
手
黄
沼
公
園
か
ら
－
に
富
ん
だ
約
卵
店
の
青
空
市
争
遊
覧
船
の
運
航
（
手
黄
沼
公
園

水
生
植
物
園
（
下
図
参
照
）
を
会
今
包
丁
研
ぎ
お
よ
び
建
築
相
談
か
ら
水
生
植
物
園
ま
き
：
料
金

場
に
青
空
市
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
手
黄
沼
公
園
多
目
的
広
遥
は
片
道
１
人
３
０
０
円

な
ど
多
彩
な
催
し
を
用
意
し
、
拳
舞
踊
季
演
沼
公
園
特
設
会
場
）
今
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
（
手
斑
沼

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み
な
さ
孝
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
手
賀
沼
公
園
．
公
園
特
設
会
場
）

ん
で
楽
し
め
ま
す
。
水
生
植
物
園
特
設
会
場
）
拳
大
正
琴
、
太
鼓
、
野
菜
の
即
売

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
争
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
広
場
季
黄
沼
公
園
（
水
生
植
物
理

し
あ
や
め
ま
つ
り
会
場
案
内
図

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
責
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
、
昭
和
弱
年
か
ら
旱
」
み
の
分
別

回
収
」
を
実
施
し
、
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
に
よ

り
、
ご
み
の
排
出
塁
も
年
々
増
え
続
け
、
埋
め
立
て
処
分
場
の
な
い
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
「
焼
却
灰
溶
融
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
。
資
源
と
な
る
も
の
は
す
べ

て
資
源
化
し
、
最
終
処
分
場
の
な
い
都
市
清
掃
事
業
を
効
杲
的
に
進
め
る
も
の
で
す
。
今
後
も
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
み
減
墨
と
資
源
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
生
活
環
境
課
Ⅱ

鶴
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
完
成

ザ
近
年
、
ご
み
の
焼
却
後
に
出
る

灰
の
最
終
処
分
場
を
ど
う
確
保
す

る
か
が
、
全
国
の
自
治
体
で
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
に
は
最
終
処
分
場
が

な
く
、
年
間
約
４
０
０
０
ト
ン
ほ

ど
出
る
焼
却
灰
は
、
約
１
億
５
０

０
０
万
円
を
か
け
、
他
県
の
民
間

処
分
場
で
処
理
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

市
で
は
、
将
来
に
向
け
、
公
害

や
廃
棄
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

問
題
に
対
応
で
き
る
環
境
に
や
さ

し
い
施
設
の
導
入
に
取
り
組
み
、

昨
年
、
市
と
日
立
造
船
（
株
）
が
共

1

し
同
で
、
「
焼
却
灰
溶
融
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
」
の
建
設
工
事
に
着
手

し
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

総
工
蟹
は
約
８
億
円
で
、
日
立

造
船
（
株
）
が
負
担
し
、
実
用
性
試

験
を
完
了
し
た
後
塞
市
に
無
償
で

移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

同
シ
ス
テ
ム
の
能
力
は
、
型
時

間
稼
動
で
１
日
巧
ト
ン
の
焼
却

灰
の
処
理
が
可
能
に
な
り
、
処
理

さ
れ
た
焼
却
灰
は
約
２
分
の
１
の

重
量
に
ま
で
凝
縮
さ
れ
、
環
境
保

謹
や
最
終
処
分
場
委
託
費
の
軽
減

も
図
ら
れ
ま
す
。

施
設
の
機
能
と
し
て
は
、
ご
み

焼
却
場
か
ら
出
る
灰
を
「
バ
ー
ナ

ー
式
表
面
溶
融
炉
」
で
、
ご
み
焼

却
炉
の
２
倍
の
温
度
で
溶
か
し
、

ス
ラ
グ
（
ガ
ラ
ス
状
の
黒
い
細
粒
）

を
作
る
も
の
で
す
。

ス
ラ
グ
は
、
無
害
で
歩
道
や
公

プロ

ム
５
月
過
日
（
水
）
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
、
「
焼
却
灰
溶
融
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
の
竣
工
式
典

が
、
市
長
は
じ
め
市
議
会
議
員
、

工
事
関
係
者
、
地
元
協
力
者
な
ど

約
１
０
０
人
が
出
席
す
る
な
か
行

わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
大
井
一
雄
市
長
は
、
「
最

終
処
分
場
の
確
保
が
困
難
な
な
か
、

今
後
、
都
市
清
掃
事
業
を
目
指
す

も
の
と
し
て
画
期
的
な
施
設
」
と

あ
い
さ
つ
。

今
後
、
実
用
化
に
向
け
て
、
関

係
者
の
期
待
が
、
一
層
高
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

園
、
駐
車
場
な
ど
の
路
盤
材
等
に

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

こ
の
実
験
プ
ラ
ン
ト
の
導
入

は
、
県
内
で
も
本
市
が
初
め
て
の

試
み
で
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
来
年
４
月
の
本
格
稼

働
に
向
け
て
実
証
試
験
を
行
い
、

「
最
終
処
分
場
の
な
い
都
市
清
掃

事
業
」
を
進
め
る
新
た
な
第
１
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

焼
却
灰
溶
融

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
竣
工
式

堀
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龍|篭|爵 職
名
氏

団
長
松
島

副
団
長
土
佐

″

飯
田

″

玉
田

第
１
方
面
隊
長
大
星

第
２
〃
海
老
原

鋪
３
〃
神
戸

第
４
〃
吉
田

第
５
〃
宮
久
保

輔
６
〃
飯
尾

第
１
分
団
長
坂
上

第
２
〃
成
島

第
３
〃
梅
澤

第
４
〃
堀
越

第
５
〃
青
木

第
６
〃
日
幕

第
７
〃
玉
田

鏥
８
〃
坂
本

第
９
．
〃
後
藤

第
加
〃
飯
田

鋪
、
〃
飯
塚

鋪
廻
〃
飯
田

:|淵||:|篭|鼎
第
昭 ねたむたちの

新役員を紹介

きちの消防圖

平
成
６
年
度
消
防
団
役
員
及
び
分
団
長

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

rー
〃i〃I〃I〃11〃l〃I〃l〃I〃

志田田

水ロロ

小

川

一

荒
木

鈴
木
憲
司

増
田
操

中
野
良
光

石
井
勝
行

飯
田
幸
浩

後
藤
和

●

口
俊
郎
新
木
１
７

口
寿
美
雄
新
木
１
９

水
幸
一
布
佐
９
０

本
洋
新
々
田
切

己
瞳|橋|塾|態|堂|:|鯉|鱸|壁|達|:|勝|雛|:|魚|塗|輔|鱗|、樹

新
木
１
９
０
４

布
佐
９
０
２
１
４

中
里
３
０
０

古
戸
２
０
４
９
１
８

日
秀
加

新
木
１
７
６
４

布
佐
３
３
９
９
１
７

布
佐
２
４
４
８

住
所
電
賭
ｊ
Ｊ

布
佐
３
３
８
５
（
鯛
）
３
４
２
７

中
里
禰
（
肥
）
９
２
８
０１

緑
１
１
４
１
９
（
躯
）
０
６
２
４

白
山
１
１
鴫
’
昭
（
躯
）
０
２
０
８

栄
珀
１
３

（
醜
）
３
５
２
１

岡
発
戸
９
２
９
（
鯉
）
５
２
６
５

根
戸
３
２
８

（
躯
）
２
３
５
１

中
峠
１
５
０
８
１
１
（
肥
）
０
８
６
２

古
戸
調
（
肥
）
２
５
４
６

布
佐
２
０
１
４
（
的
）
２
８
３
９１

緑
１
１
４
１
５
（
腿
）
０
０
１
０

寿
１
１
Ⅳ
ｌ
胆
（
馳
）
１
５
１
５ｌ

柴
崎
９
４
４

（
腿
）
４
６
４
８ｌ

青
山
８
２
０
１
２
（
卵
）
９
６
５
７

下
ヶ
戸
３
９
８
（
塊
）
４
７
１
４１

岡
発
戸
５
４
８
（
卵
）
０
４
２
４

高
野
山
２
０
７
（
塊
）
０
２
８
７１

根
戸
３
４
４
１
１
３
５

久
寺
家
２
５
４
（
躯
）
１
６
８
８

布
施
２
３
８
５
（
理
７
７
９
４

中
峠
１
５
３
４
（
肥
）
１
１
３
２１

中
峠
１
３
５
７
（
昭
）
１
４
６
８

私
た
ち
の
身
体
、
生
命
、
財
産

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
市
民
で

組
織
し
、
活
躍
し
て
い
る
の
が
、

消
防
団
で
す
。

町
内
で
火
災
が
発
生
す
る
と
速

や
か
に
消
火
・
警
備
に
あ
た
り
ま

す
。
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
消
防
団
の
新
役
員
．

分
団
長
（
左
表
参
照
）
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
で
は
地
域

と
と
も
に
歩
ん
で
い
る
消
防
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
警
防

課
壷
（
理
）
０
１
１
９

’
（
醜
）
７
７
９
４

（
肥
）
１
１
３
２１

（
肥
）
１
４
６
８１

（
肥
）
１
８
２
０

（
鯛
）
２
５
２
２

（
開
）
２
２
４
６１

（
卵
）
２
７
３
５１

（
卵
）
１
７
０
５１

（
肥
）
２
２
５
１１

（
的
）
２
９
５
８

１

１

（
鋤
）
２
４
４
０

１
１

１

（
躯
）
１
６
８
８

（
醜
）
７
７
９
４

（
肥
）
１
１
３
２

（
肥
）
１
４
６
８

（
肥
）
１
８
２
０

（
鯛
）
２
５
２
２

（
開
）
２
２
４
６１

（
卵
）
２
７
３
５

（
卵
）
１
７
０
５１

（
肥
）
２
２
５
１１

（
的
）
２
９
５
８１

（
鋤
）
２
４
４
０１

（
的
）
２
６
４
２

（
即
）
３
５
２
１

（
鯉
）
５
２
６
５

（
躯
）
２
３
５
１

（
肥
）
０
８
６
２

（
躯
）
０
６
２
４

（
躯
）
０
２
０
８

（
開
）
３
４
２
７

下総基地の米軍機使用絶対反対
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
受
給
者

は
、
現
況
届
を
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
届
け
に
よ
り
、
受

給
者
の
所
得
状
況
児
童
の
養
育

状
況
を
確
か
ぬ
６
月
か
ら
の
手

当
の
支
給
を
決
定
し
ま
す
。
も
し
、

手
続
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

受
給
査
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
か

ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新

た
に
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受

給
さ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
現
在
受
給
中
の
方
に

は
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◎
現
況
届
け
の
提
出
は
忘
れ
ず
に

自転車防犯登録は

今日から義務化に
児
童
手
当
・
特
例
給
付

受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

’

「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

及
び
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関

す
る
法
律
」
（
自
転
車
法
）
が
改

正
さ
れ
、
今
日
か
ら
自
転
車
利
用

者
に
対
し
て
、
自
転
車
の
防
犯
登

録
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

自
転
車
の
防
犯
登
録
は
、
車
体

番
号
や
車
種
、
色
、
所
有
者
の
住

所
・
氏
名
な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
登
録
し
て
お
く
も
の
で
、
盗

難
に
あ
っ
た
自
転
車
が
他
の
場
所

で
発
見
さ
れ
た
と
き
、
登
録
番
号

に
よ
り
所
有
者
が
す
ぐ
に
わ
か
る

家
庭
係
、
な
お
、
各
支
所
で
も
次

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

＊
つ
く
し
野
支
所
６
月
型
日

（
火
）
午
後
１
時
釦
分
か
ら
４
時

＊
湖
北
台
支
所
６
月
晦
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

＊
湖
北
支
所
６
月
逓
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
正
午

＊
布
佐
支
所
６
月
逓
日
（
木
）
午

後
１
時
鋤
分
か
ら
４
時

▼
持
参
す
る
も
の
①
被
用
者
年

金
（
厚
生
年
金
等
国
民
年
金
以
外

の
公
的
年
金
）
の
加
入
者
は
、
事

業
主
に
よ
る
年
金
の
加
入
証
明
書

又
は
年
金
手
帳
と
健
康
保
険
証

②
平
成
６
年
１
月
２
日
以
降
に
市

内
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所

地
の
役
所
か
ら
取
り
寄
せ
た
平
成

６
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

、

ヤ

、
ン
ス
テ
ム
で
す
。
そ
の
た
め
、
盗

難
の
予
防
に
役
だ
つ
ほ
か
、
発
見

さ
れ
た
盗
難
自
転
車
の
返
還
も
す

み
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
放
置
自
転
車
と
し
て
撤

去
さ
れ
た
場
合
で
も
盗
難
届
け
が

出
さ
れ
て
い
れ
ば
撤
去
没
用
等
の

負
担
も
免
除
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
を
購
入
す
る
と
き
や
防

犯
登
録
の
期
限
が
切
れ
た
と
き

健
必
ら
ず
登
録
を
行
い
、
盗
難

の
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

▼
登
録
期
間
登
録
日
か
ら
７
年

間
（
期
間
中
に
所
有
者
の
変
更
ま

た
は
住
所
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

最
寄
り
の
警
察
署
で
手
続
き
を
す

れ
ば
継
続
し
て
登
録
で
き
ま
す
）

▼
登
録
料
１
台
５
０
０
円

▼
登
録
場
所
防
犯
登
録
取
り
扱

い
店
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
っ
て
あ
る

自
転
車
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
な
ど
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

防
犯
課
壷
（
錘
）
０
１
１
０

◎
新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
へ

▼
受
給
資
格
市
に
住
民
登
録

（
外
国
人
登
録
）
し
、
児
童
手
当

又
は
特
例
給
付
所
得
制
限
限
度
額

（
下
表
参
照
）
未
満
で
３
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

▼
支
給
月
額
１
子
目
．
：
５
０
０

０
円
、
２
子
目
・
・
・
５
０
０
０
円
、

３
子
目
以
降
・
・
・
１
万
円

▼
支
給
開
始
月
申
鏑
手
続
き
の

月
の
翌
月
分
か
ら
手
当
を
支
給

▼
申
請
手
続
次
の
も
の
を
用
意

し
、
児
童
保
育
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

①
印
鑑
②
受
給
者
名
義
の
金
融

機
関
の
口
座
番
号
（
郵
便
局
は
除

く
）
③
受
給
者
が
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
場
合
は
年
金
の
記

号
・
番
号
・
被
用
者
年
金
（
厚
生

Ｉ平成６
年
度
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
や
事
務
の
効
率
化
な

ど
に
よ
り
、
税
率
は
据
え
渡
き
ま

し
た
が
、
賦
課
限
度
額
を
引
き
上

げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
の
賦
課
限
度
基
準
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う

も
の
で
、
市
の
賦
課
限
度
額
を
妬

万
円
か
ら
釦
万
円
に
改
正
。
一
方
、

保
険
税
負
担
軽
減
の
た
め
の
判
定

基
準
所
得
額
に
つ
い
て
は
、
５
０

０
０
円
引
き
上
げ
、
調
万
５
０
０

０
円
に
改
正
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
の
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
に
よ
り
、
医
療
費
の
伸
び

が
昨
年
を
上
ま
わ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
市
の
国
民
健
康
保
険
会
計

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

年
金
等
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年

金
）
の
加
入
者
は
勤
務
先
の
事
業

主
に
よ
る
年
金
加
入
証
明
書
又
は

年
金
手
帳
と
健
康
保
険
証
④
平

成
６
年
１
月
２
日
以
降
に
市
内
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の

役
所
か
ら
取
り
寄
せ
た
平
成
６
年

度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
児
童
保
育
課

壷
（
閉
）
１
１
１
１
内
線
３
４
７

I

賦
課
限
度
額
を
別
万
円
に

税
率
は
据
え
置
き
ま
し
た

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
は
口
座
振
替
で

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は
、

口
座
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
は
、
納
付
手
続
き
の

煩
わ
し
さ
を
軽
減
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
預
金
残
高
を
確
認
し
て
お

け
ば
〃
多
忙
の
た
め
う
っ
か
り
″

と
い
っ
た
納
付
忘
れ
も
あ
り
ま
せ

週
建
調

平成6年度'ri､

築物等実態

査にご協力を
'

、
ん
。
ま
た
、
多
く
の
方
が
口
座
振

替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
納
付
確

認
事
務
の
一
活
処
理
が
可
能
と
な

り
、
事
務
経
識
の
節
減
に
も
役
立

ち
ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、

市
内
に
本
・
支
店
の
あ
る
金
融
機

関
（
郵
便
局
を
除
く
）
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
保

険
税
係
云
弱
）
１
１
１
１

６
月
、
日
（
金
）
か
ら
訓
日
（
木
）

ま
で
、
建
築
物
等
実
態
調
査
を
行

い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
住
宅
行

政
等
の
基
礎
査
料
を
集
め
る
た
め

に
建
設
省
が
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
使
用
し
て
い
る
方
の
氏

名
や
新
築
増
・
改
築
の
時
期
と

内
容
、
取
り
壊
し
の
時
期
と
そ
の

原
因
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
市

の
建
築
指
導
課
職
員
が
訪
問
し
、

使
用
し
て
い
る
方
か
ら
の
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
日
程
６
月
、
日
（
金
）
か

ら
鋤
日
（
木
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日

を
除
く
毎
日

▼
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課
建

築
指
導
係
垂
（
理
１
１
１
１

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

で
は
、
学
校
週
５
日
制
の
土
曜
日
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
あ
び
こ
を
知

る
た
め
に
「
あ
び
っ
こ
ふ
え
す
て

い
ば
る
」
を
行
い
ま
す
。
親
子
や
友

達
同
士
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
昼
食
に
は
、
豚
汁
も
出
る
よ
。

▼
日
時
６
月
ｎ
日
（
土
）
受
付

午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
終
了
午
後

４
時
〈
雨
天
の
場
合
は
哩
日
（
且

参加者募集

あ
び
っ
こ

ふ
え
す
て
い
ば
る

I

｡

に
順
延
〉

▼
場
所
湖
北
小
学
校
校
庭

▼
内
容
あ
び
こ
ラ
リ
ー
と
遊
び

の
広
場
夢
ヤ
ン
ボ
カ
ル
タ
、
コ

マ
ま
わ
し
、
な
が
な
わ
な
ど
）

▼
参
加
壷
１
人
５
０
０
円

▼
持
参
弁
当
お
わ
ん
、
は
し
、

水
筒
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
時
計

▼
問
い
合
わ
せ
同
連
絡
協
議
会

梅
谷
壷
（
理
２
６
３
６I

高野山・
下ヶ戸．
つくし野

一一凸■岳昏

保険税扶養人員

0人

1

2

3

4

5人目以降1人増すごとに30万円加算

児童手当

,000円

１
Ｊ

2,676,000円

7?6,000円

076.000円

376,000円

特例給付

3,630,000円

3,930,000円

4,230,000円

4,530,000円

4,830,000円

公
立
保
育
園
で

育
児
相
談
を
開
設

根
戸
保
育
園
と
並
木
保
育
園
▼
実
施
保
育
園
相
談
日
程
※
保
育
園
の
開
園
日
に
限
る

で
は
、
就
学
前
の
乳
幼
児
の
子
＊
握
戸
保
育
園
壷
（
理
５
５
７
２
▼
相
談
方
法
電
話
で
各
保
育

育
て
、
遊
び
、
食
事
な
ど
で
お
・
：
毎
週
火
峨
日

園
に
直
接
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

悩
み
の
父
母
を
対
象
に
育
児
相
＊
並
木
保
育
園
盃
（
壁
３
９
８
３
（
保
母
看
謹
婦
、
栄
養
士
が

談
を
開
設
し
ま
し
た
。
電
話
で
。
：
毎
週
木
曜
日

相
談
に
応
じ
ま
す
）

気
軽
に
相
談
が
で
き
ま
す
。
ぜ
▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
、
▼
問
い
合
わ
せ
児
童
家
庭
課

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
時
犯
分
保
育
係
霊
（
唖
１
１
１
１

期別

第1期

第2期

第3期

第4期

第5期

第6期

第7期

第8期

第9期

第10期

納期限日

平
成
６
年

７
年

6月30日(木）

8月1日(月）

8月31日(水）

9月30日(金）

10月31日(月）

11月30日(水）

12月26日(月）

1月31日(火）

2月28日(火）

3月31日(金）

平
成
６
年
度
の
計
遍
器
定
期
い
計
量
器
を
商
取
り
引
き
な
ど
に
店
な
ど

検
査
を
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
使
用
す
る
と
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
▼
持
参
計
髄
器
事
前
調
盃

す
。
商
取
り
引
き
や
証
明
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
の
際
に
交
付
し
た
申
請
書
（
抑

に
計
量
器
を
使
用
し
て
い
る
方
▼
対
象
計
量
器
を
取
り
引
き
や
印
）
、
検
査
手
数
料

は
必
ら
ず
検
蚕
を
受
け
て
く
だ
証
明
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
商
店
、
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

さ
い
。
工
場
、
病
院
、
学
校
、
宅
配
取
次
消
識
生
活
係
査
露
）
１
１
１
１

な
お
、
検
査
を
受
け
て
い
な

計量圏這鬮檎宮
日程6月20日(月)から27日(月)まで

▼計量器定期検査日程表

日程

6月20日

(月）

6月21日

(火）

6月22日

(水）

6月23日

(木）

6月24日

(金）

6月27日

(月）

時間

午
前
加
時
か
ら
午
後
３
時
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
休
憩
）

検査場所

保健センター

布佐市民セン
ター（本館）

湖北地区
公民館

市役所本庁

市役所本庁

市役所本庁

対 象 地 区

湖北台

布佐・布佐1丁目・都．
布佐平和台・布佐下・新々田

新木・新木野・中峠・中里.
郡部・古戸・日秀

E台・東我孫子。
聯・背111．青111台．

若松・緑・寿・栄・泉・本川・
白山・船戸・台田・根戸

前記日程で受検できなかった方

’

赤十字運動

月間実施中

6月30日(木)まで赤十

字運動月間です。献血や

災害救援活動など赤十字
運動は、すべて皆さんの

善意に支えられています。
ご協力をお願いします。
,問い合わせ厚生課盃

(85)1111内線309
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Ⅱ
川
Ⅱ
１
口
■
■
ｌ
■
１
１
１
Ｆ
Ｄ
■
■
ｐ
ｂ
■
画
凸
■
８
■
１
日
■
ｑ
■
■
ｆ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
１
０
１
Ⅱ
１
１
ｊ
１
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｉ
Ｉ
‐
１
１
Ⅱ
■
■
８
Ⅱ
■
９
Ⅱ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
４
Ｉ
４
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｕ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｍ
０
１
０
Ｉ
ロ
■
乃
凹
■
巳
句
・
‐
１
１
１
１
４
１
１

こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
６
月
聖
日
（
金
）
午
前

９
時
釦
分
か
ら
ｎ
時
（
受
け
付
け

は
午
前
９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
麺
、
雪
リ
映
写
（
母
と
子

の
き
ず
な
）
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
ｎ

時
鋤
分
（
２
回
目
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
、
開
始
、
分
前
に
は
受

け
付
け
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
錘
記

用
具
は
毎
回
、
第
１
．
２
回
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
使
里

第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ

二

原健康ガイドS月の日曜｡休日当番医
湖
北
台
１
の
似
の
胴

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

丑
（
Ｗ
）
１
１
３
１

健
セ
ン
タ
ー
で

’診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療費

｜’ ぐ
母
親
学
級
日
程

身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児
等

に
つ
い
て
の
細
か
い
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
検
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

U

I

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９
～

ｕ
か
月
用
）
を
利
用
し
、
医
療
機

関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

ぐ
育
児
相
談
日
程
鴎
．

ユ
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

麻
疹
（
は
し
か
）
と
三
種
混
合

（
百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

は
、
市
内
委
託
医
療
機
関
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
は
、
「
保

健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
」
の
、
委

託
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑

▼
索
用
該
当
児
は
無
料

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切
な

時
期
で
す
。
お
子
ざ
ん
を
健
全
に

育
て
て
い
く
た
め
に
、
も
う
一
度

母
親
・
父
親
の
役
割
を
見
つ
め
な

お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
）

ぐ
１
歳
６
か
月
児
童
罎
康
診
壹
日
程

一一ー一一一

’ ’
あ
な
た
の
食
事
、
野
菜
は
足
り

て
い
ま
す
か
。
甘
い
も
の
を
取
り

過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
肥
満
や
糖

尿
病
霊
高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法

の
必
要
な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。’

▼
対
象
４
歳
未
満
で
一
度
も

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
て
い
な
い
乳

幼
児
（
対
象
児
に
は
通
知
が
い
き

検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
希
望
者

へ
の
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
っ
て
い

ま
す
（
対
象
児
に
限
り
ま
す
）
。

▼
日
時
６
月
猫
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分
ま
で
受
け

付
け

▼
対
象
平
成
３
年
、
月
生
ま
れ

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
）
、

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

1

’
＝＝奎誇一一二三…＝ご睾奎ｰ

方
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
個

別
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
を
（
健
康
手
帳
持
参
）
。

相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
を
も
つ
方
の
た
め
に
糖
神
術
生
ぐ
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

■
■
■
，
Ｌ
■
■
■
ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
〃
ト
ー
■
ｒ
ｐ
Ｌ
ｂ
Ｐ
Ｉ
Ｌ
ｂ
Ｐ
ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｆ
ｌ
▲
■
，
Ｌ
■
Ｐ
Ｉ
ｂ
ｐ
Ｆ
ｂ
０
ｐ
Ｉ
０
Ｆ
Ｌ
ｌ
ｒ
０
Ｄ
ｒ
ｈ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｒ
Ⅱ
ｌ
Ｆ
０
ｂ
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｂ
ｒ
Ｌ
■
■
Ｆ
Ｌ
■
Ｕ
Ｆ
ｋ
０
Ｆ
Ｌ
■
Ｂ
ｐ
Ｌ
ａ
Ｊ
ｒ
Ｌ
Ⅱ
■
ｐ
Ｌ
ａ
Ｐ
Ｆ
ｂ
Ｌ
ｐ
Ｆ
Ｌ
■
Ｂ
〃
Ｉ
Ｌ
■
Ｏ
ｒ
Ｌ
も
，
Ｉ
Ｌ
ｕ
ｒ
ｒ
Ｉ
０
Ｆ
Ｉ
ｂ
且
Ｄ
Ｉ
Ｐ
凸

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
悩
お
い
で
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
「
不
正
」
と
い
う
名
を
つ
広
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
は
糖
神
的
安
定
を
も
た
ら
す
、

健
康
メ
モ
⑳
け
ら
れ
て
い
る
の
に
は
、
そ
れ
な
人
関
身
麓
表
茎
え
合
業
雲
謀
蒜
の
出
護

り
の
理
由
が
あ
る
の
で
す
。
今
、
っ
て
初
め
て
う
ま
く
機
能
す
る
も
で
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
と
同
時

鰻
近
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
並
び
の
悪
い
歯
が
あ
る
と
仮
定
し
の
で
す
。
最
近
で
は
、
成
人
蛎
正
に
、
単
純
な
行
為
で
あ
る
た
め
、

11

Ⅱ

！

〔講演会｢成人病から高血圧症」 １
時
鋤
分

▼
申
し
込
み
遜
話
ま
た
は
直
接

弓

７
▼
日
時
。
場
所
６
月
翠

廻
日
（
水
）
午
後
１
時
釦
分
か

唾
ら
３
時
釦
分
、
天
王
台
北

函
近
隣
セ
ン
タ
－

つ
▼
講
師
我
孫
子
聖
仁
会

“
病
院
長
小
林
則
昭
氏

銅
▼
定
員
先
蒲
釦
名

岬
▼
参
加
壷
３
０
０
円

（
査
料
代
含
む
）

窪
爽
琴
し
込
み
電
話
で

鰐
「
楓
会
」
野
口
壷
（
鯉
）
５

Ｌ
５
４
１
へ

’
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
ａ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｅ
４
１
ｐ
８
■
Ⅱ
■
■
■
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
’
’
１
１
１
１
０
Ⅱ
０
●
Ⅷ
Ⅱ
叩
川
１
１
０
．
。
且
■
■
？
．
１
０
■
。
Ⅱ
Ｉ
。
ｄ
Ⅱ
ｊ
Ｉ
１
４
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

▼
日
時
６
月
調
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
場
所
柏
保
健
所

あ▼ ▼
日
時
６
月
即
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
場
所
柏
保
健
所

▼
対
象
発
達
の
遅
れ
が
心
配
な

２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

へ
（
予
約
制
）

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
３
年
３
月
生
ま
れ

▼
日
時
６
月
皿
日
（
火
）
午
後
０
指
導

時
妬
分
か
ら
１
時
妬
分
受
け
付
け
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿
ま
で
の
毎
月
第
１
か
ら
第
４
金
曜

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）
▼
日
時
・
場
所
平
成
７
年
３
月

0

神
経
・
筋
疾
患
で
お
悩
み
の
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
。
場
所
６
月
妬
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
柏
保
健
所

▼
担
当
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

附
属
柏
病
院
鱗
師
中
林
治
夫
氏

日
（
祝
日
は
除
く
）
、
午
後
２
時

か
ら
４
時
、
柏
保
健
所

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
．’

55
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し
あ
わ
せ
学
級

田
親
学
級日 病・医院名 電話

5日

12日

19日

26日

我孫子東邦病院

松林堂医院

我孫子つくし野病院

守尾医 院

我孫子聖仁会病院

82-8166

82-8002

84-2211

84-6813

88-3111

竹内内科医院

平和台病院

宇治医院

82-5836

89-1111

88-0835

第1回

第2回

第3回

6月3日

(金）

6月10日

(金）

6月17日

(金）

･妊娠中、産後の生活
･妊婦体操（実習）

･産科医の話（妊娠中
の異常とお産の経過）

･妊婦体操（実習）

･妊娠中の歯科衛生

(歯みがき実習）

･妊娠中の栄蕊

･赤ちゃんの韮瀧

育
児
相
談

実施日

6月7日(火）

6月14日(火）

6月21日(火）

6月28日(火）

受付時間

9：15～9：45

(該当児）

9：45～10：30

(その他相談のある方）

該当児

平成6年2月生まれ

(通知がいきます）

O～6歳

(相談のある方）

費潤鰯診繊婁臓富蝿震ず
◎子宮がん検診30歳以上の方を対象に、7

月までの毎週水曜日、保健センターで行ない

ます（電話で予約受付中)。なお、委託医療

機関では、12月まで直接受診できます。

◎成人病健診40歳以上の方を対象に、7月

までの毎週水l曜日、保健センターで行います

（受け付けは午後1時から2時)｡委託医療機

関では、12月まで直接受診できます。血液検

査がありますので空腹時に受診してください。

◎乳がん検診30歳以上の方を対象に、委託

医療機関で行います。12月までに直接受診し

てください。

囮費用無料

囮問い合わせ保健センター（委託医療機関

は、保健センターのご案内をご覧ください）

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

夜間の急病のときは

言上醸恐(Sｱ)1141

ム
シ
歯
予
防
教
室

6月9日

(木）

午前9時15分から10時30分

平
成
４
年
ｎ
月
晦
日

か
ら
鋤
日
生
ま
れ

6月2日

(木）

平
成
４
年
ｎ
月
１
日

か
ら
皿
日
生
ま
れ

期
日

受付

対
象

日本脳炎

３
歳
の
蓬
生
日
か
ら
就
学
前
（
小
学
校
に
入
学
す
る
年
の
３

月
誕
日
ま
で
）
の
幼
児

１
期
は
１
～
２
週
間
の
間
隔
で
２
回
接
種

２
期
は
１
期
藩
了
後
翌
年
１
回
接
種
（
４
月
か
ら
７
月
ま
で
）

I
三種混合

’
百日 せ き

ジフテリア

破 傷風

１
期
は
生
後
廻
月
か
ら
妃
月
未
満
（
３
～
８
週
間
間
隔
で
３

回
接
秘
）

２
期
は
１
期
終
了
後
吻
～
岨
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
種
）

〔
二
種
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
〕

麻疹

(はしか）

生
後
勉
月
か
ら
”
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
種
）

な
お
、
生
後
肥
月
か
ら
舗
月
ま
で
に
接
穂
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

／

該
当
児
及
び
接
種
期
間

栄
養
相
談

６
月
幻
日
（
火
）

６
月
羽
日
（
木
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

謡
ク
皿
司
剴
図
応
川

判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

肩
こ
り
腰
痛
教
室

ｄ
ｑ
１
■
４
日
。

亜
衛
生
相
談

主
。
司
凸

期日

6月7日

(火）

6月14日

(火）

6月21日

(火）

6月28日

(火）

主な内容

身近な健服法（話）

体操（深呼吸、体を動かす基本）

食事診断

栄養のバランスをとるために

正しい歯のみがき方と歯そうのう
ろうの予防について
屑こり腰揃予防の体操

卿こり腰捕予防の体操

(体の状囎を見ながら体操を行います）

療
育
相
談

乳
幼
児
発
達
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

、丘

”
経
難
病
相
談

心
の
健
康
相
談
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一

今
回
は
、
環
境
問
題
を
取
り
扱

っ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
の
地
球
環
境
を
守
る
た

め
、
今
一
度
生
活
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
）

蜂
の
蕊
蕊
礪

健
）
＊
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
地
球
を

破
壊
す
る
（
山
田
国
広
）
＊
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
大
気
汚
染
（
篠
原
啓

二
＊
自
然
保
謹
と
い
う
思
想

（
沼
田
真
）
＊
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
（
日
本
植
物
分
類
学
会
）

＊
洗
剤
汚
染
（
藤
原
誕
塞
）
＊

産
業
廃
棄
物
（
高
杉
晋
吾
）
＊

酸
性
雨
（
石
準
蓉
）
＊
地
球
温

暖
化
の
時
代
貢
テ
イ
ー
プ
ン
。

Ｈ
・
《
ン
ユ
ナ
イ
ダ
ー
）

顯
市
民
図
霧
館

殿
湖
北
台
分
館

霞
布
佐
分
館

密
移
動
図
書
館

’絵
本
の
銃
み
聞
か
せ
や
、
た
の

し
い
お
話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
た

り
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

図『
地
球

－－－一

一
鴇
一

図
書
館

だ
よ
り

一
案
内

境
を
考
え
て
る
』

壷
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
師
）
３
０
５
５

壷
（
明
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

P

rl子
、
お
友
達
と
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
６
月
２
日
（
木
）
…
市

民
会
館
第
４
会
議
室

＊
６
月
９
日
宋
）
・
・
・
布
佐
分
館
お

は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
鋤

分◎
布
佐
分
館

▼
作
品
・
作
者
Ｉ
油
絵
Ｉ
バ

ラ
、
門
、
バ
イ
ナ
ッ
ク
、
五
色
沼
、

Ｉ
水
彩
Ｉ
昔
の
城
、
Ｉ
デ
ッ
サ

ン
ー
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
の
廃
村
．
：
深

堀
富
美
子
（
平
和
台
）

▼
展
示
期
間
６
月
２
日
（
木
）
か

ら
７
月
５
日
（
火
）
ま
で

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

そよかせ号億憲墨)G月の日程(蕊）
一

頃日
一

ｽﾃｰｼｮﾝ名場所時間(午後)｜
湖北湖北地区公民館1:20～1:50

中峠中峠亀田谷公園2:10～2:50

青山台柴崎台4号公園3:10～4:00

平和合布佐南 近隣センター2:00～2:40

新木野新木児童公園3:00～4:00

久寺家久寺家あけぼの公園2900～2:45

つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

天王台東天王台東児童公園2:00～2:50

天王台西浅野 谷 3 号 公 園 3 : 1 0 ～ 4 :00

白山|三洋電機社宅入口1:30~2:15
並木|丸石家具駐車場2:30～3:00
今
回 田台田池尻公園3:20～4:00

l根戸根戸近隣センター2:00～2:40

1つくし野|東急ｼｮｯビﾝダｾﾝﾀー 裏3:00~4:00

日

1
■

15
水

２
．
州

木

－

3
な

17 Ｉ
◎
イ
ン
デ
イ
ア
カ
大
会

▼
日
時
６
月
狸
日
（
且
午
前

８
時
訓
分
受
け
付
け

▼
場
所
市
民
体
育
館

▼
種
目
一
般
男
女
、
如
歳
以
上

の
男
女
（
い
ず
れ
も
４
人
制
、
登

録
は
７
人
ま
で
）

▼
参
加
費
１
チ
ー
ム
－
０
０
０

円▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム

名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
参

加
種
目
、
電
話
番
号
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
を
明
記
し
、
６
月
６
日

（
月
・
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
１

６
８
４
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

1
金 参加者

募集休
館
の
お
知
ら
せ

市
民
図
書
館
は
、
蔵
書
点

検
の
た
め
、
次
の
と
お
り
休

館
し
ま
す
。

▼
期
間
＊
市
民
図
書
館
本

館
・
・
６
月
６
日
（
月
）
か
ら
”

日
（
金
）
ま
で

▼
湖
北
台
。
布
佐
分
館
、
そ

よ
か
ぜ
号
．
：
６
月
加
日
（
月
）

か
ら
即
日
（
金
）
ま
で

8水

県
民
の
日
記
念
行
事

9木

’’10金
1

可
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
識

一
一

ア
レ
ビ

電
話
国
を
蝋

で
際
交
流

一
「
外
国
の
人
と
の
交
流
体
験
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
始
め
た
も
の
英
語
や
日
本
語
を
交
え
て
の
会
せ
鐸

－－－－－一一 一 一 一 一 一一一

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。
夕
Ｉ
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会

▼
日
時
６
月
８
日
（
水
）
、
ｎ

日
主
）
、
巧
日
（
水
）
、
い
ず
れ

◎
手
賀
沼
を
題
材
に
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
出
演
者

▼
演
奏
会
日
程
ｎ
月
哩
日
（
土
）
、

週
日
（
日
）

▼
練
習
日
時
６
月
迦
日
か
ら
毎

週
火
雌
日
（
９
月
か
ら
は
火
・
木

曜
且
子
ど
も
（
小
学
２
年
生

か
ら
中
学
生
）
．
：
午
後
４
時
鋤
分

か
ら
６
時
、
大
人
（
高
校
生
以
上
）

・
・
牛
後
６
時
訓
分
か
ら
８
時
鋤
分

出
演
・
出
店
者
募
集

手
賀
沼
親
水
広
場

か
ら
の
お
知
ら
せ

を
と
お
し
て
国
際
感
覚
を
身
に

付
け
た
い
」
と
、
テ
レ
ビ
電
話

を
使
っ
て
外
国
と
交
信
し
て
い

る
の
が
〃
テ
レ
ク
ラ
ス
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
バ
〃
・

布
佐
平
和
台
で
英
語
塾
を
開

い
て
い
る
小
沢
朝
子
さ
ん
が
、

自
宅
を
開
放
し
て
今
年
の
１
月

熱噸鯛③
テレクラス・インター

ナシ ョナル・チバ

も
午
前
、
時
か
ら
正
午
（
雨
天
の

場
合
は
中
止
）

▼
場
所
湖
北
台
中
央
公
園

▼
参
加
愛
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
、
直
接
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

園
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体

育
課
云
（
顕
）
１
１
５
１

▼
募
集
人
員
子
ど
も
・
・
・
約
、
名

大
人
：
・
約
和
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
手
黄
沼
親

水
広
場
垂
（
理
０
５
５
５
へ

◎
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

希
望
者

▼
出
店
日
時
７
月
聖
日
（
且
午

前
、
時
訓
分
か
ら
午
後
５
時
雨

天
の
場
合
誕
日
（
日
）
に
延
期

▼
定
員
１
２
０
組
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
住

の
。
会
員
制
は
と
ら
ず
、
小
学
校

２
年
生
の
子
ど
も
か
ら
“
歳
代
の

主
婦
ま
で
の
人
が
自
由
に
参
加
し
、

海
外
と
の
交
信
を
楽
し
ん
で
い
る
。

交
信
日
は
、
毎
月
決
ま
っ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
主
に
第
２
土
曜
日

に
鋤
分
程
度
行
っ
て
い
る
。
日
程

等
は
、
塾
の
生
徒
や
近
所
の
方
に

個
別
に
連
絡
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、

毎
回
奉
人
ぐ
ら
い
の
人
が
集
ま
り
、

い
つ
も
に
ぎ
や
か
に
交
信
し
て
い

る
。

テ
レ
ビ
電
話
と
い
っ
て
も
、
ま

だ
静
止
画
像
だ
が
、
相
手
の
顔
を

見
な
が
ら
大
勢
の
人
が
同
時
に
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
英
語
を
話

せ
る
人
に
通
訳
を
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
日
本
語
を
使
っ
て
話
す
こ

と
も
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
片
誇

所
、
氏
名
、
年
齢
、
聯
業
、
電
話

番
号
、
販
売
す
る
品
物
を
明
記
し
、

７
月
５
日
（
火
・
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
〒
２
７
０
１
、
高
野
山

新
田
１
９
３
手
寅
沼
親
水
広
場
「
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
係
へ

話
で
も
「
自
分
で
話
し
た
こ
と
が

言
葉
の
壁
を
越
え
て
相
手
に
通
じ

た
と
き
は
、
感
激
し
ま
し
た
」
と

参
加
し
た
み
な
さ
ん
。

最
初
は
、
恥
ず
か
し
が
っ
て
相

手
の
名
前
や
年
齢
を
聞
く
の
が
糖

◎
興
理
ヨ
シ
コ
・
コ
ン
サ
ー
ト

（
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

初
代
お
ね
え
さ
ん
）

▼
日
時
６
月
ｎ
日
王
）
午
後
２

時
か
ら
３
時
訓
分
（
入
場
無
料
）

ｌ
ｒ中途失明者の方へ参

加
者
募
集

‐＆
今謂

湾甘
官

陸
｢更生生活相談室｣を開設

一

千葉県視覚障害者福祉協会では、

｢更生生活相談室」開設しました。

面談のほか、電話や書面での相談

もお受けします。ご利用ください。

し開設日時・場所平成7年3月29

日までの毎週水ll細、午前10時から

午後4時､視覚障害者福祉協会(四

街道市四街道1の9の7）

し問い合わせ同協会冠043(421)51

99、ファクシミリ冠043(421)5179

の
人
と
の
交
流
が
中
心
だ
が
、
「
今

後
は
身
近
な
ア
ジ
ア
な
ど
、
世
界

中
の
人
と
交
信
し
て
国
際
感
覚
を

養
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

▼
連
絡
先
小
沢
朝
子
壷
（
聖
１

４
１
７

▼
定
員
２
０
０
名
（
先
潜
順
）
一

▼
申
し
込
み
電
話
で
手
震
沼
親
一

水
広
場
琶
（
型
）
０
５
５
５
へ
一

．
影
絵
・
人
形
劇

▼
日
時
６
月
迩
日
（
水
）
第
１
一

回
：
．
正
午
か
ら
第
２
回
…
午
後
一

２
時
か
ら
（
入
場
無
料
）
一

▼
出
演
お
は
な
し
さ
ん
ぽ
み
ち
一

▼
定
員
２
０
０
名

※
申
し
込
み
は
不
要

圏
場
所
・
問
い
合
わ
せ
い
ず
れ
一

も
手
賀
沼
親
水
広
場
云
虚
）
０
５
－

５
５

ｈ
１
１

レ
テ
レ
ビ
に
写
る
自
分
（
右
）
と

相
手
の
顔
を
見
な
が
ら
会
話
を

▲
交
信
中
の
み
な
さ
ん

日
生
ロ
９
棚
冠
や

蛙
鳴
く
沼
に
夕
暮
引
き
込
ん
で
壁
谷
千
鶴
子

曜
隙
の
同
リ
一

水
覚
１
ミ

住
み
憤
れ
て
茨
の
芽
ど
き
親
し
み
ぬ
前
田
は
る

週
視
道
せ
シ
ー

毎
、
街
わ
ク
↑

選
新
し
き
デ
ス
ク
窓
辺
に
風
光
る
高
橘
論

の
時
『
四
谷
ロ
ア
一

径
薫
風
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
子
に
付
き
て
田
中
栄
太
郎

で
４
市
い
う
一

杲
花
影
の
ひ
そ
ひ
そ
話
続
き
お
り
和
田
正
邨

ま
後
道
間
、
一

日
午
街
し
開
一

員
２
０
０
名
（
先
潜
順
）
一
胸
誇
織
繩
織
鵡
捌
父
偲
ぶ
國
安
半
久

小
林
光
江

し
込
み
電
話
で
手
震
沼
親
一
白
光
の
牡
丹
に
時
の
流
れ
お
り
篠
田
ま
さ

ふ
く
ろ
う

場
琶
（
理
０
５
５
５
へ
一
梁
の
や
め
ば
花
後
の
闇
ね
む
る
宮
腰
多
加
雄

絵
・
人
形
劇
山
鳩
の
鳴
き
声
髄
る
椎
若
葉
公
手
孝
嗣

時
６
月
迩
日
（
水
）
第
１
一
魂
醍
春
雷
や
確
り
跳
ね
た
る
沼
の
鯉
三
谷
和
夫

正
午
か
ら
第
２
回
．
：
午
後
一
壬
咋
休
み
田
の
百
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
松
浦
白
悔

か
ら
（
入
場
無
料
）
一
ナ
人
課
：
．
：
：
。
：
：
…
…
…
：
．
…
：
：
：
：
：
：
。
…
…
：
…
・
…
。
：
、

演
お
は
な
し
さ
ん
ぽ
み
ち
一
手
画
蝉
手
賀
沼
の
百
人
一
首
す
ば
ら
し
き
テ
レ
ビ
放
映
わ
く

員
２
０
０
名
一
る
キ
報
わ
く
と
見
ぬ
海
老
原
千
代
子

一
計
磁
雌
新
木
野
の
牧
場
に
白
き
馬
一
頭
春
の
陽
を
浴
び
草
を

し
込
み
は
不
要

癖
湾
銅
独
岸
》
》
（
蜘
瞭
魂
一
崎
岬
》
》
》
畢
鋤
癖
牽
や
う
や
く
成
り
に
け
り
百
人
の
思
ひ

小
出
礼
子

三
谷
和
夫

一
抑
恥
蒜
あ
と
十
年
達
者
で
待
て
と
言
ひ
お
き
て
吾
子
は
巣
立

睡
劃
唾
》
礒
準
詐
稚
趣
酔
《
一
鐸
州
犠
幡
》
》
辱
《
』
》
榊
堰
蛙
演
じ
る
お
か
つ
ば
の
少
女
の

松
本
真
美
子

木
崎
洋
子

い
な
ど
、
自
信
を
持
っ
て
話
一
い
さ
ぎ
よ
く
散
り
し
櫻
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
生
る
を

よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
↑

た
め
ら
ひ
し
ば
し
た
た
ず
む
築
田
つ
ゆ
子

在
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
英
語
圏
一

選
錘
華
溶
く
庭
哩
唾
芯
群
烏
の
鋭
き
声
残
し
飛
び
立
ち

華
ゆ
け
り

と
の
交
流
が
中
心
だ
が
、
「
今
一

須
釜
責

身
近
な
ア
》
ン
ア
な
ど
、
世
界
一
ぞ
ら

離
筆
龍
鍋
轤
党
を
一
舶
峠
繍
鮭
垂
背
に
し
て
語
ん
ぜ
し
念
仏
の
「
車
之
段
』

堀
佐
一

友
作
る
ト
マ
ト
は
こ
と
さ
ら
お
い
し
か
り
田
植
帰
り

絡
先
小
沢
朝
子
壷
（
”
）
１
－
に
わ
け
て
も
ら
ひ
ぬ
新
堀
孝
女

兵
た
り
し
日
々
を
過
せ
し
兵
舎
跡
マ
ン
シ
ョ
ン
建
ち

７

て
面
影
も
な
し

ｉ
④
⑤
⑤
⑮
⑳
⑤
⑪
絆
”

F

峰

垂

一
Ｉ
譲
り
ま
す
’

一
▼
有
料
で
＊
介
謹
用
ベ
ッ
ド
・

一
学
習
机
〈
鈴
木
壷
（
盤
）
９
２
６
８
〉

一
＊
都
市
ガ
ス
用
瞬
間
湯
沸
器
〈
北

一
沢
置
（
錘
）
１
８
１
９
〉

》
▼
無
料
で
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
ベ

ー
ビ
ー
カ
ー
、
フ
ァ
ン
ヒ
ｉ
タ
ー
用

一
ス
ト
ー
プ
ガ
ー
ド
〈
松
田
念
（
唖

》
１
２
２
５
〉

Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ

＊
絵
本
、
お
も
ち
ゃ
、
知
育
教
材

〈
佐
々
木
電
（
配
）
６
２
３
４
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

ー
ナ
ー
掲
戦
は
市
民
生
活
課
消
饗

生
活
係
で
電
話
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

－

お
は
な
し
会

、－／

／－－、

ひ

ろ

Iざ

撫
働

穂

市

民
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一
』
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l

l
家
庭
で
も
、
本
格
的
な
薫
製
料
理
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
最
適
。

ス
モ
ー
ク
・
チ
キ
ン

く
ん
せ
い

（
烏
の
薫
製
）

へ

,ヤ
●●

蝿’ 」
封

ミュージアムショップで販売中

／

一
鉦
銀
》
》
箱
一
とｊ
個
て

３
し

の
１
２
分

肉
用
人

一
鋤
↓
め
錘
ズ
子
剖

一
識
雍
詮
跨
↑
玉
⑬

・
・
．
付
・
・

／
、
回
囲

烏
の
博
物
館
で
は
、
展
示
内

容
を
各
コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
説
明

し
た
、
テ
ー
マ
別
ガ
イ
ド
を
出

版
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
鳥

類
の
起
源
と
進
化
」
で
鳥
類
が

恐
竜
か
ら
進
化
し
た
と
い
わ
れ

る
そ
の
過
程
を
、
始
祖
鳥
を
は

じ
め
絶
滅
し
た
烏
た
ち
の
イ
ラ

ス
ト
や
骨
格
図
な
ど
を
使
っ
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
（
写
真
）
。

こ
の
ガ
イ
ド
を
片
手
に
展
示
物

を
ご
覧
に
な
れ
ば
、
数
千
万
年

前
に
生
息
し
て
い
た
原
始
の
烏

た
ち
の
姿
が
、
鮮
や
か
に
よ
み

が
え
り
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
は
、
博
物
館
２

階
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

で
一
部
２
０
０
円
で
販
売
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館

霊
（
露
）
２
２
１
２

0

（3）

味⑦
＊⑥
じ③

幸③
＊

①
鳥
肉
は
塩
こ
し
ょ
う
で
味
を

つ
け
る
。
チ
ー
ズ
は
加
熱
す
る
と

軟
ら
か
く
な
る
の
で
、
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
で
舟
の
よ
う
に
底
と
枠
を
付

け
る
。
玉
子
は
ゆ
で
て
殻
を
む
く
。

②
ス
テ
ン
レ
ス
な
く
と
ふ
た
の
内

薫
製
と
い
う
と
、
家
庭
で
作
る

の
は
無
理
、
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
な
べ
と
市
販

の
ス
モ
ー
ク
用
チ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
、

手
軽
に
薫
製
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
〃
手
賀
沼
″
ふ
れ
あ

い
計
画
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
き

た
手
賀
沼
遊
歩
道
の
再
整
備
が
終

了
し
、
手
賀
沼
公
園
か
ら
手
賀
大

橋
付
近
ま
で
約
１
婿
。
を
巾
２
．
５

脚
に
拡
幅
し
ま
し
た
。

文
学
の
広
場
・
休
憩
展
望
広
場
を
設
置

手
賀
沼
遊
歩
道
再
整
備
が
終
了

囮
回
圀

一
町

饗あ

山口美也子さん

（布佐平和台）
び

側
に
、
受
け
皿
の
よ
う
に
す
き
間

な
く
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
敷
く
。
こ

の
時
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
長
め
に

切
り
、
外
側
に
も
巻
き
付
け
る
と

汚
れ
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

③
ス
モ
ー
ク
用
チ
ッ
プ
と
ざ
ら
め

を
混
ぜ
、
ホ
イ
ル
の
上
に
広
げ
る
。

④
網
を
な
べ
に
入
れ
《
網
が
チ
ッ

プ
と
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
焦
げ
め
を
つ
け
た
い
面
（
烏
の

皮
の
付
い
た
側
）
を
上
に
し
て
鳥
、

チ
ー
ズ
、
玉
子
を
網
に
の
せ
る
。

⑥
ふ
た
を
し
て
、
な
べ
が
熱
く
な

る
ま
で
は
中
火
、
熱
し
た
ら
弱
火

で
妬
分
か
ら
鋤
分
程
ス
モ
ー
ク
し
、

烏
肉
に
竹
ぐ
し
を
刺
し
て
み
て
、

透
明
の
肉
汁
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
出
来
上
が
り
。

手
賀
沼
公
園
か
ら
２
０
０
脚
程

の
場
所
に
完
成
し
た
文
学
の
広
場

に
は
、
志
鐙
直
哉
、
武
者
小
路
実

篤
な
ど
、
我
孫
子
に
ゆ
か
り
の
文

化
人
に
つ
い
て
紹
介
し
た
解
説
板

を
設
置
。
ま
た
、
斉
藤
茂
吉
の
歌

卸釘シ
文
学
の
広
場
に
は
斉
藤
茂
吉

歌
碑
も
完
成

▲
解
説
板
が
設
置
さ
れ
た
文
学

の
広
場

こ

あ

ん
れ

碑
が
、
斉
藤
茂
吉
歌
碑
建
設
の

会
に
よ
り
作
ら
れ
ま
し
た
。

我
孫
子
高
校
南
側
の
休
憩
展

望
広
場
に
は
、
手
賀
大
橋
か
ら

手
蛮
沼
西
半
分
が
見
渡
せ
る
展

望
テ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
一
度
、
散
策
・
サ
イ
ク

リ
ン
グ
で
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ

ロロ

れ

7
､

Ｔ
Ｌ
好
天
に
恵
ま
れ
且
万
人
が
参
加

とひ こ休憩展望広場画霞展望霊を設置
‐

Ｉ
Ｉ
Ｌ
‐
川
あ
ｌ
ぴ
こ
あ
れ
こ
れ
Ｔ
ｌ
‐

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

動
物
広
場
や
ポ
ニ
ー
乗
馬
の
催

４
月
調
日
（
祝
）
、
釦
日
（
土
）
し
で
は
、
動
物
と
ふ
れ
あ
う
子

の
両
日
、
手
賀
沼
公
園
コ
ミ
ュ
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
、
終
日
響

ニ
テ
ィ
広
場
で
第
、
回
植
木
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
設
置
し
た
「
緑
の
基
金
一

植
木
ま
つ
り
は
、
市
民
の
み
募
金
箱
」
に
は
、
哩
万
４
６
２

な
さ
ん
に
緑
化
推
進
に
つ
い
て
０
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
８
日
（
日
）
、
「
み
ん
な
で

つ
く
る
街
、
共
に
生
き
る
街
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
賜
回
あ
び
こ

福
祉
ま
つ
り
が
手
黄
沼
公
園
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で
開
催
。

当
日
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
大
井
市
長
は
、
視
覚
障
害
者

の
立
場
で
、
「
ア
イ
マ
ス
ク
と

杖
」
を
つ
き
な
が
ら
会
場
を
歩

き
、
目
が
見
え
ず
に
歩
く
こ

と
の
難
し
さ
を
体
験
。
障
害

一
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

一
い
ま
し
た
。

今
年
の
福
祉
ま
つ
り
は
、

約
訓
の
福
祉
団
体
が
参
加
し
、

模
擬
店
や
和
太
鼓
、
バ
ン
ド

演
奏
に
加
え
、
巧
回
を
記
念

し
て
企
画
し
た
〃
福
祉
か
る

た
〃
な
ど
の
催
し
も
行
わ
れ
、

１
日
中
、
家
族
連
れ
で
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

第
胴
回
あ
び
こ

福
祉
ま
つ
り

第

10

回
植
木
ま
つ
り

⑳あのころの ●ロ●

手＝賀三沼 は

昔
懐
し
い
手
賀
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

約
１
５
０
０
人
が
先
端
技
術
を
見
学

５
月
型
日
（
主
、
財
団
法
人
ネ
ル
ギ
ー
」
な
ど
の
研
究
に
携
わ

「
電
力
中
央
研
究
所
」
の
一
般
り
、
日
頃
の
研
究
成
果
や
施
設
な

公
開
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

同
研
究
所
の
敷
地
面
識
は
、
た
だ
く
た
め
公
開
き
れ
て
い
ま
す
。

”
万
減
で
、
約
２
５
０
人
の
聯
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
の
調
和
」

員
が
「
土
木
」
「
生
物
」
「
エ
を
テ
ー
マ
に
、
難
波
会
で
は
、
私

た
ち
の
身
近
な
問
題
と
な
っ
て

蕊
ｌ
‐
先
端
技
術
を
見
学
し
ま
し
た
。

電
力
中
央
研
究
所
一
般
公
開

I
あ
び ●

こ

0

あ
れ

Iこ

<昭和30年代の手賀沼(高野山付近):撮影荒井四郎氏(寿)>
れ

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません
か。（このシリーズは毎月1日号に掲載しています）

－－－－－－－_一－－－－－－－－－－－
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あ び
一
』 199461(6)第878号

圃回回国
］し日時・場所6月18日(土)午後

、 ▼ 『

1時30分開場、湖北地区公民館

伝業務内容じん芥（ごみ）収集

し勤務日程7月1日から11月30

日まで（土･日曜日、祝日は除く）

し応募資格・募集人員55歳まで

の健康な方、2名

し申し込み・問い合わせ電話で

6月20日(月)までに生活環境課容

(87)0015へ

し問い合わせ天野壷(84)5005

’

|瀞経司
浸場所市民会館（入場無料）

し問い合わせ小泉壷(84)9983

4

さ とう

佐藤
（湖北

そうた

堀太〈ん
台・6か月）

’|’
〃

国廻国国I｣

世練習日毎週月曜日午前10時か

ら11時30分

し場所新木近隣センター（ただ

し、場所が確保されだ場合に限る）

し会費月額2500円

似問い合わせ長谷川a(84)1737

医期間6月3日(金)から5日

(日)午前9時から午後5時

惨場所中央公民館（入場無料）

し問い合わせ伊藤盃(82)3792

’ ’

↓

少曰時6月12日(日)午後1時

惨場所・問い合わせ我孫子地区

中央公民館･･志賀盃(84)7386、湖

北地区龍泉寺内･･･森山壷(87)0800

■
■
■
■
■
■
■
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
１
１

’
古利根ウオツチングr生き物の
つながり見つけるウオツチンク:」

｜
Iし日時6月19日(日)午前9時我

湖排水路広場集合（雨天決行）

※過去のウォッチングの記録をま

とめたレポート集（1冊400円)が

完成。ご希望の方は下記へ。

け問い合わせ土子云(87)2341

’|’
し定員30名(多数の場合は抽選）100万円の寄付がありました。

※申し込み方法等、詳しくは県立▼スパー我孫子天王台店様から社

布佐高校壷(89)4051へ会福祉事業基金にと2816円の寄付

－1■■■■■■■ ■ ‐

圖国｡□
凸曰時6月4日(土)から5日

(日)午前9時30分から午後5時

戸場所布佐市民センター・ステ

ーションホール（入場無料）

し問い合わせ林盆(89)3536

がありました。

惨日時・場所6月19日(日)午前

8時30分受付、中央公民館

し競技方法スイス方式、Aから

E組に分け1人4局

し参加資格市内在往・在勤者

候参加費2000円（昼食費含む）

腰問い合わせ佐久間盆(82)2937

▼日本棋院我孫子湖北支部様から

伝目時6月11日(土)午前g時30

分から正午（参加無料）

し内容①手話の歌、折り紙、語

り｢ねずみのくれだふくくつこ｣、

おはなし会②ベーゴマ③将倶ほか

し持参①折り紙、ハサミ、のり

P場所・問い合わせ湖北地区公

民館毎(88)4433

’
インドネシア、東部ニューギニアがありました。’
倖対象実施地域|こおける戦没者？社会福祉協議会へ我孫子自転車

|’
修日時・場所6月19日(日)午前

9時30分、県立千葉女子高校

医対象文部省認定社会通信教育

の受講者及び受講希望者

桜内容講演、面接指導（建築、

保育、洋裁、編物など）

少持参上履き、学習用具

し参加費無料（教材費は別途）

し問い合わせ県教育庁振興課事

業班丑043(223)4073

’’ 分会様から9217円と車イス1台、

(株)秋元印刷我孫子支社様から3シ日時・場所6月7日(火)午後

1時から3時、湖北地区公民館

し講習演目小唄｢どうぞ叶えて」

惨受講料1000円

し持参舞扇（貸扇もあります）

し申し込み・問い合わせ電話で

石原壷(82)0161へ

A

万9129円の寄付がありましだ。

’ ’
シ日時・場所6月8日(水)午後

1時から4時、湖北地区公民館

医内容北欧の老人ケアシステム、

安心して老いるためlこ（演出羽田

澄子氏、岩波ホール配給〕

し参加愛無料

し問い合わせ湖北地区公民館壷

(88)4433

い
－
鮴
一
縦
一
難

蕊
’|’I ６

月
シ日時6月18日(土)午後0時30

分開場、1時開会（参加無料）

腰場所干葉市民会館

惨内容講演「腎臓病の療養につ

いて語り合おう」、体験発表ほか

し問い合わせ「腎炎・ネフロー

ゼ児」を守る会壷0475(22)0707

し日時6月12日(日)午後3時30

分開場、4時開演（入場無料）

し場所市民会館

※当日会場に緑の篁今墓金箱を設

置。ご協力をお願いします。

似問い合わせ斉藤盆(82)4627

蕊’
傍目時6月21日(火)午前g;|時

し場所市民体育館
し種目団体戦（グループ分けは

当日クジ引き、1人でも参加可能）

し参加黄格市内在住の家庭婦人

シ参加費1人900円

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号を明記し、

6月12日(日・必着)までに湖北台

2の12の21神{呆和子盆(88)7968へ

(全席指定）

ド少年少女合唱団が2度目のコン

サートを開催。今回は白山中学校

合唱団が賛助出演し、合同合唱を

行います。ぜひご鑑賞ください。

似曰時7月10日(日)午後2時開

場、3時開演

惨入場料S席2500円、A席2000

円、B席1500円（全席指定）

惨日時6月4日(土)午後5時開

場、6時開演

惨共演仲道郁代（ピアノ）

し演奏曲目モーツァルト「アイ

ネ・クライネ・ナハトムジーク｣、

シューベルト「ます』ほか

惨入場料S席4500円、A席4000

円、B席3500円（全席指定）

圏入場券発売所平賀書店、ミIノ

オン楽器我孫子店、ブツクススズ

キ、荒井書店、石川春光堂、あび

こサービスセンター、レコードあ

つぶる、ポピー、市民会館内売店

ひろがり、図塞館湖北台・布佐分

館、中央公民館、柏そごう、柏高

島屋、取手とうきゅう

圏問い合わせ教育委員会社会教

育課霊(85)1151

’｜

’
朕日時6月12日(日)午前10時か

ら午後3時

世場所湖北地区公民館

し席主裏干家玉丼宗美容〔88)96

44、裏千家早野宗津垂(88)2833

廿席料2席で1000円

い問い合わせ各席主へ

虚日曜当番医＝テレホンサービス
画休日鱸圏科諏日=休日鯛歯科診緬(而民会箆内)9:00～11:30
〃市民図塞館本館休館

『

伝曰時7月3日(日)午後1時30

分開場、2．時30分開演

し共演インゲボルグ・バルダス

ティー（ピアノ）

匪演奏曲目シュトラウスn世

ワルツ「短詩」、モーツァルト

オペラ「魔笛」から二重奏曲ほか

伝入場料S席3000円、A席2500

鞍

’ ’
1

通
｜

#ゞ

伝日時6月4日(土)から5日

(日)午前10時から午後5時（ただ

し4日は午後1時から）入場無料

し場所天王台北近隣センター

し問い合わせ田中詮(88)9645’

女声合唱団回転木馬コンサート
｢うたはセ．シ・ボン」 醐蹄潤匿艫にご協力を

市では、成田線の早期複線化に

向け、アンケート調査を行います。

この調査は、成田線の利用状況や

皆さんのご要望をお聞きし、今後

の成田線整備|こ役立てようという

ものです。15歳以上の市民の方約

5000名を選び、6月初旬に調査表

をお送りしますので、ご協力をお

願いします。

少問い合わせ成田線複線化推進

室査(85)1111内線228

す
ー

』
や
か
ち
や
ん

臨時技 能員

劉3回美術家協会グループ展
｢第4回墨雅会見

SB体操会員
第5回さつき花季展平成6年5月1日現在＊世帯数41,634世帯

人□123,591人男61,974人女61,617人
●市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110

１
８
０
２

８
８

８
０

一
一

馴
鎚

所
所

支
支

野
台

↓
北

つ
湖

●
●

５
１
５
１
０
３
３
１

’
一

印
開

館
館

分
分

拾
佐

湖
布

●湖北支所88-2111移動図書館87-0909
●布佐支所89-2358●身体障害者福祉センター88-0141
●教育委員会85-1151●あらき園88-4188
●水道局84-0111

●消防署84-0119
●少年センター84-1900
●保健センター87-1131
●市民会館84-3311

●公民館中央82-0515
湖北地区88-4433

● つ つ じ 荘 8 8 - 0 1 23

●西部福祉センター85-5818

●生活環境課(浄化槽）87-2379

(ゴミ）87-0015（し尿)88-2547

●近隣センター布佐南89-3740
天王台北82-9988根戸83-5363
新木88-2010

●烏の博物館85-2212●市民センター寿83-7722
●市民体育館87-1155湖北台88-9927布佐本館89-1193
●都市改造事務所85-1171布佐ステーションホール89-5800

菊苗#!料配布

ﾜー ブ□で簡単､楽しいﾏｲﾗｲﾌ
県立布佐高校開放講座生

第2回布佐華道観謹齪

県知事杯争奪囲碁大会
戦跡慰霊巡拝参加者

楽しく遊ぼう熊露呈）

平成6年度文部省認定社会
通信教育地方受講者研究集会

日本舞踊一日講習会
日曜当番医･1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝtj-ビｽa(85)1313高齢社会をささ える
シンポジウム事前ビデオ学習

Se

6月

7火

8水

9木

10金

11土

〃日曜当毒医＝テレホンサービス

．休日鱸歯科診闘日=休日馴急歯科診諏(而鑑鬮内)9:00～11:30
震結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00

K壷消費生活相談＝市民相談室10:0（

壷．心配ごと相談＝寿市民センター（
〃市民図書館・鳥の博物館・つつじ鼠

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
壷市民画塞館本館休館

霞消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
壷健康相談＝西部福祉センター10:00～1牝30
‘謬市民函零館本館休館

毎登記相談＝市民相談室10:00～12?00

”市民画露館本館休館

虚不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
I蚕健康相談＝つつじ荘10:00～11:30
画市民図書館本館休館

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）
〃市民図書館本館休館

,15:00

)O～15:00

西部福祉センター休館

'12⑧

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
【蚕市民画塞館休館

〃酒害相談＝寿市民センター13:30～15:00

壷健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）
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千葉r腎炎・ネフローゼ児」
を 守 る 会 県 大 会第3回斉藤恵子緑の基金

チャリティーミニコンサート

b■'

D1
0家庭婦人バドﾐﾝﾄﾝ圃轍

レニングラ ー ド
少年少女合唱団コンサート

穴装曲ﾝ考工役I

茶道連盟月釜

ウィーン・アイヒェントミルフ
五重奏団コンサート

－

第3回みちサークル七宝・手
芸展とチャリティーバザー


